
第14回投資主総会（東京）

日本ロジスティクスファンド投資法人資産運用会社

三井物産ロジスティクス・パートナーズ株式会社

jlf_ir@m-lp.net

2023年11月16日(木)

お問合せ

資産運用会社：三井物産ロジスティクス・パートナーズ株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第400号/一般社団法人投資信託協会会員

第14回投資主総会を開催します。

総会終了後は資産運用会社の代表取締役社長である鈴木より日頃の運用状況についてご説明する
とともに、皆様からのご質問にも直接お答えします。

また、日頃の感謝を込めて粗品をご用意しております。

個人投資主様向けオンライン説明会

第14回
投資主総会(東京)

日時

会場 ベルサール神保町アネックス(住友不動産千代田ファーストウイング1階)

2023年10月23日(月) 午後2時(受付開始時刻：午後1時30分)

個人投資主の皆様を対象とした説明会を以下のとおり開催予定です。

本説明会の動画については、開催後に本投資法人のウェブサイトに掲載予定です。

19:00～20:00
当日18:50より

接続可能です

参加方法 お手持ちのPC、携帯電話、タブレットからご参加ください。
(詳細は裏面をご覧ください)

https://zoom.us/joinURL

ID 893 3497 8145 パスコード 145794

鈴木 靖一
資産運用会社
三井物産ロジスティクス・パートナーズ株式会社

代表取締役社長

説明者

個人投資主の皆様へご案内

ご参加いただける人数には余裕を設けておりますが、限りがございますので参加者多数の場合にはご視聴いただけない可能性がございます。

予めご了承ください。本説明会の動画については、開催後に日本ロジウェブサイトに掲載予定です。



投資主の皆さまへ

三井物産ロジスティクス・パートナーズ株式会社

代表取締役社長

鈴木 靖一

本年8月より資産運用会社の代表取締役社長に就任しました鈴木です。私は、これまで、不

動産の開発に加え、複数の不動産ファンドの運用会社に出向し、私募ファンド、私募REIT、

上場REITの運用に携わり、物件の取得・売却、開発、運用、ESG推進などの実務に幅広く

携わってきました。日本ロジの運営に当たっては、これまでの経験を総動員し、環境の変化に関

わらず日本ロジが投資家の皆様から「選ばれ続ける銘柄」であり続けるよう、職務に邁進します。

日本ロジでは、上場以来、1口当たり分配金とNAV（純資産価値）の「安定」と「持続的成

長」を追求してきました。今後もこの方針に変わりはなく、更なる投資主価値の向上を目指し

ます。

近年、インフレや金利上昇など、REIT運用を取り巻く環境は不確実性を増していますが、既に

日本ロジの資産運用会社である三井物産ロジスティクス・パートナーズでは、この3年間において

人員を1.5倍以上に拡充し、組織体制や業務推進プロセスの変革の推進によって、そうした

環境の変化にも柔軟に対応し、さらなる成長を実現するための体制が整いつつあります。

今後はこの強化された体制によって、外部成長戦略、内部成長戦略、財務戦略、ESG戦略

のそれぞれに於いて、より自律的・主体的な運営を推進します。好調な内部成長、安定的な

財務運営に加えて、特に外部成長についても、協同開発案件における開発やリースアップを

着実に進めることで取得蓋然性を高めることや、他プレイヤーとの相対取引等の多様なアプロー

チを駆使し、資本コストに配慮した、1口当たり分配金の安定と成長に資する、物件パイプライ

ンの拡充を着実に進めていきます。

日本ロジの18年にわたる運用実績に裏付けされた質の高いポートフォリオを基盤としつつ、今後

も環境変化に柔軟に対応し、１口当たり分配金・NAVの安定的な成長を通じて、投資主

価値の最大化を目指しますので、引き続きご指導ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

トップメッセージ



決算ハイライト

⚫ 2022年に取得した物件の固定資産税等の費用化及び修繕費の増加により当期の営業収益は前期

比▲17百万円の10,139百万円、1口当たり分配金は5,151円となりました。

⚫ 当期も力強い賃料増額を継続できており、当期末時点における稼働率は100%となっています。

⚫ なお、巡航での1口当たり分配金は１年前の5,130円から＋50円となる5,180円となり、2024年7月

期の予想DPUも同額を想定しています。引き続き、当面の1口当たり分配金目標である5,600～

5,700円達成に向け、「Develop the Value」戦略を推進し、1口当たり分配金の持続的な成長と

安定を目指します。

1口当たり

分配金
5,151円

第36期(実績)
(2023年7月期)

5,170円

第37期(予想)
(2024年1月期)

5,180円

第38期(予想)
(2024年7月期)

第35期
(2023年1月期)

第36期
(2023年7月期)

第37期予想
(2024年1月期)

第38期予想
(2024年7月期)

営業収益 10,156百万円 10,139百万円 10,230百万円 10,205百万円

NOI 8,310百万円 8,203百万円 8,232百万円 8,232百万円

営業利益 5,324百万円 5,238百万円 5,270百万円 5,275百万円

当期純利益 4,889百万円 4,810百万円 4,829百万円 4,838百万円

主な経営指標

資産規模

(取得価格合計) 290,590 百万円

物件数 52 物件

稼働率 100 ％

信用格付
JCR：AA
R&I：AA-

(安定的)

(安定的)

保有資産の
鑑定評価額 409,550 百万円

平均NOI利回り

(2023年7月期)※1 6.4 %

含み益率 58.1 %

賃貸借契約期間の
平均残存年数※3 4.2 年

有利子負債
総額 119,700 百万円

平均負債コスト 0.68 %

負債比率※2 29.2 %

有利子負債
平均残存年数 4.2 年

※1:2023年7月期のNOI÷2023年7月期末の保有資産の帳簿価額（年換算）により算出しています。
※2:2023年7月末時点における有利子負債額÷保有資産の鑑定評価額により算出しています。
※3:保有資産に係る賃貸借契約の残存契約期間を年間賃料で加重平均して算出しています。



ポートフォリオマップ

※1：「保有物件の67.1％が国道16号内に立地」は、2023年9月末時点の取得価格ベースで算出しています。
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